
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近くて遠い房総 
 

 

気ままな日帰り旅行 

(2003/09/15) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



首都圏に住んでいると房総は旅行の対象と身構える場所ではなく日帰りで行ける 

手軽な遊び場という位置づけになるようですが、長野からだと日帰りは無理では 

ないけど、かなりタイトな日程になってしまいます。 

幸い千葉に滞在したので行ってみました。 

 

何と朝起きたのが 09:30 頃。(笑) 

いきなり乗車する予定の特急に乗り遅れたので、次の便で。 

 

鉄の基本としては乗車する列車は始発駅から乗車するものですが、 

東京駅地下の京葉線ホームは飽き飽きしたので一番近い駅である 

海浜幕張駅で「南房総フリー切符」を購入し、10:23 発の 

ビューわかしお５号で安房鴨川へ。 

 

この房総特急は JR 東日本の特急形電車としては初の VVVF インバータ 

制御の列車です。といってもわかんないでしょうから、説明でも。(^^; 

VVVF インバータとは、直流を交流に変換、そこで電圧と周波数を変化させ 

交流モーターを制御する方式。電気車両の動力に使うモーターは、 

交流タイプのほうが保守などの面で優れているそうです。 

 

車内は間接照明でゆったりめ、かつブルーに統一された席になっています。 

 

 

 

 

 

 

 



連休最終日なのに結構混んでいました。 

僕の席に行くと女性が座っていて、ぼーっと車窓を見ていました。ちなみに指定です。 

猛烈に腹が立ち、強めの口調で声をかけたら大層驚いていました。 

どうも不正乗車っぽかったですね。そのまま１つ後ろの席に移動しましたから。やれやれ。 

 

蘇我駅を出るとすぐ内陸へ向かいます。 

 

房総特急はリゾート＆通勤用途なんですね。下りの人員構成を見ても 

日帰り旅行の客とはどう見ても思えない人も結構いました。 

 

高架にする必要あるのかな、という区間も多々ありましたが 

茂原駅を過ぎて御宿駅手前で海が見える車窓に変わりました。 

トンネルもかなりありましたが、ほぼ海岸線に平行して走ります。 

11:25 着の勝浦駅で半分が下車。クジラや伊勢海老で有名だとか。 

４分停車なので僕はここでようやく車両を撮影。(^^; 

 

 

 

 

 

11:53 に終着の安房鴨川駅に到着。 

 

隣のホームには旧車両の「わかしお」が停車していたので撮影。 

停車っていうか、放置っていうか。(^^; 

 

 

 



 

 

 

うまいお刺身が食べられればいいな、程度しか考えていなかったので 

とりあえず海へ。９月中旬なのですが日差しが強くて。 

泳ぐ、というよりはサーファーが多かったです。 

 

 

 

 

そうかいっても次の列車は 15:12 発なので海を見るだけで時間つぶすのは 

無理ってもんです。(笑) 駅前に戻って土産物を見ましたが、クジラ関連の 

ものと塩辛、干物とかしかないんでちょっとなあ。 

 

で、観光案内所からパンフレットと入場割引券を貰ってフラワーパークに 

行く事に。所要時間が路線バスで 20 分くらい。バス停から５分程度 

歩いた場所にフラワーパークはありました。 

 



 

 

が、市営のせいか活気がない。(笑) 

よくわかんない音楽をラジカセから流しているし、草木の手入れは 

悪くないけど、見栄えのないレイアウトだし。釣り堀もパっとしないし。 

パークの出口＝土産物フロアってのはちょっとなあ。(^^; 

 

 

 

花が好きでもこれはないだろう、と思うんじゃないかな。 

という事で 40 分の見学コースを 20 分未満で終えてナイスタイミングの 

バスで駅前に戻りました。 

 

駅から５分程度の場所にある「川京」という料理屋で 

「刺身定食 ---- 950 円」を食べました。Yahoo グルメのぐるピタに 

 

登録されていたんで心配したんだけど、他に情報源もないのでとりあえず。 

うーん、不味くはないんだけど、特別美味いとも・・・。 

言う程思いっきり食べられたわけでもないし。こんなもんか、と。 

海鮮なら勝浦の方がいいらしい、というのは後で知りました。とほほ。 



 

安房鴨川発 15:12、館山着 15:57 の普通列車で館山へ移動。 

館山では「くじら弁当」が有名なので、改札を出て階段を下りた 

場所に販売所があったので、そもそも販売しているのか早速聞いてみました。 

 

すると何時の列車ですか？と逆に聞かれたので 17:17 だと言うと 

17 時くらいに来て貰えれば出来たてを用意しておきます、という事でした。 

こういう客が多いんでしょうね。当然ですが、前払いで引換券を貰って 

１時間程館山市内を散策する事に。 

 

 

でも駅前の商店街も活気ないし、寿司屋が多いのはいいけど 16 時頃と 

半端で駅弁もあるし、そこそこに散策はやめて海に向かいました。 

人もいなくて綺麗な夕日でした。(館山の観光案内所では「寿司まっぷ」 

というパンフがあるくらい寿司屋数が多いようです。) 

 

 

 

 

 

土産物屋で房総の名物らしいビワのゼリーとビワ茶を買って 

「くじら弁当」を引き取って乗車する事に。 

 

ビューわかしおと同じ車体だけど、今回乗車するのはビューさざなみの方。(笑) 

その前に旧型のさざなみが停車していたので撮影。 

 

そうそう、ビュータイプにはグリーン車はありません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

館山発 17:17 のビューさざなみ 20 号で京葉線に進みます。 

家族連れが多かったですね。 

 

海とタンカーと美しい夕日を見ながら飲むビールは 

とてもうまかったです。(^^) 

 

途中竹岡駅を通過したのですが、とても小さい駅でした。 

竹岡式ラーメンはいずれまた・・・。 

 



君津駅手前で日没となり、18:31 に蘇我駅到着。 

海浜幕張まで乗車すると部屋のある駅まで２駅戻る事になるので 

ここで下車しました。 

 

海鮮は残念だったけど、のんびりできました。 

出来たてを受け取ったにもかかわらず結局食べたのは部屋でした。(笑) 

まだ温かかったのが幸い。懐かしい味でした。 

 

 

 

 

 

 


